
 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年１月 15 日 

発行：骨髄移植推進財団事務局  

お問い合わせ：03-5280-8111 

■12 月の年齢別ドナー登録者数(現在数) 

10 代     2,776 人 

20 代  71,515 人 

30 代   152,979 人 

40 代   158,460 人 

50 代   39,628 人 

■12 月の 20 歳未満の登録者 272 人 

注) 平成 24 年 7 月より集計方法が変わりました。 

■12 月の区分別ドナー登録者数 ： 献血ルーム／969 人、献血併行型集団登録会／2,177 人、集団登録会／21 人、 

                 その他／66 人              注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

■骨髄バンクを介して２回提供された方（累計数）866 人 ■DLI（ドナーリンパ球輸注）療法の実施件数（累計数）535 件 

■国際協力の現状（2012 年 10 月～12 月） 
 ＜海外ドナー⇒国内患者＞ 移植数 1 件： KMDP 1 件            累計移植数：175 件 

  ＜国内ドナー⇒海外患者＞ 提供数 3 件： KMDP 2 件、NMDP 1 件   累計提供数：217 件 

日本骨髄バンクの現状（平成 24 年 12 月末現在） 

 11 月 12 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 3,274 3,233 425,358 567,144

患者登録者数 249 236 2,963 37,580

移 植 例 数 121 85 ― 15,049
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 当財団は昨年４月に公益財団法人に移行し、12 月に累計移植数は 15,000 件、ドナー登録者は

425,000 人に到達しました。また、９月には「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する

法律」(以下、造血幹細胞移植法と言う)が成立、公布され、平成 26 年３月までに施行される予定で

す。 

 平成 24 年１月～12 月の移植数は 1,336 件（国内ドナー⇒国内患者：1,322 件、海外ドナー⇒国内

患者：６件、国内ドナー⇒海外患者：８ 件）でした。平成 23 年の件数（合計：1,215 件、国内ド 

ナー⇒国内患者：1,203 件、海外ドナー⇒国内患者：４ 件、国内ドナー⇒海外患者：８ 件）と比

べ、総数で 121 件増加し、前年比 110％で過去最高となりました。 

 また、確認検査数は 5,760 件（前年 5,648 件、前年比 102％）、最終同意は 1,608 件（前年 1,532

件、同 105％）でした。コーディネート期間については、ドナーコーディネート開始から骨髄採取ま

での期間の中央値は 122 日で、前年の 120 日より２日延長しました。 

 ドナーの方をはじめ、採取施設の担当医師、調整医師の先生方やコーディネーターの皆さまなど、

多くの関係者の方々のご尽力とご協力に改めて感謝を申し上げます。 

平成 24 年１月～12 月の新規ドナー登録者数は、平成 23 年の 38,836 人に比べ 1,177 人増の 40,013

人(前年比約３％増)で、３年連続の増加となりました。４月、５月は落ち込んだものの、前年を上回

る月が多く、特に 1 月から３月までは前年比でそれぞれ 966 人、827 人、1,134 人と大幅に増加しま

した。 

都道府県別に見ると、平成 23 年と同様に県の緊急雇用対策で献血ルームへの説明員派遣を行った

埼玉県が大きく数字を伸ばしたほか、ボランティア団体による登録者拡大への取り組みを実施した栃

木県でも大幅に登録数を伸ばしています。 

２ 平成 24 年のドナー登録者数 

１ 平成 24 年の移植数及びコーディネート状況 
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３ 第 34 回厚生科学審議会疾病対策部会造血幹細胞移植委員会について 

平成 24 年 12 月 28 日、第 34 回厚生科学審議会疾病対策部会造血幹細胞移植委員会（以下、審議会と

言う）が開催されました。同年９月に成立、公布した造血幹細胞移植法の施行に向けて、基本方針や事

業許可の要件などについて決定していくために、専門家等による具体的な議論を行うことを目的として

います。造血幹細胞移植法は公布後１年半以内の施行が義務付けられていますが、厚生労働省では今年

中の施行を目指しており、９月末まで月１回ペースで審議会が開催される予定です。 

なお、平成 24 年 10 月より、当財団では造血幹細胞移植法の成立を踏まえ、骨髄バンク事業の解決す

べき課題について検討を行うために外部の有識者を含めた委員で構成する「将来検討会議」を設置し

て、月１回の頻度で検討を始めています。 

５ 財団の会議開催予定 

 傍聴をご希望の方は、事前に当財団事務局総務部までお申込みください。 

         公開・非公開 開催予定 

将来検討会議 公開 ２月７日 （木） 18:00～  廣瀬第２ビル地下会議室 

業務執行会議 公開・一部非公開 ２月 19 日（木） 17:30～  廣瀬第 1ビル 2階会議室 
 

４ 平成 25 年度の全国大会について 

平成 25 年度の「骨髄バンク推進全国大会」は、11 月９日(土)、13 時から「京葉銀行文化プラザ 

音楽ホール」(千葉市中央区富士見１-３-２・千葉駅徒歩２分)において開催することとなりました。

今回はコーディネーターブラッシュアップ研修会、地区普及広報委員研修会を併催する予定です。 

内容については今後、実行委員会を設置して検討していく予定です。 

 一人でも多くの方々に骨髄バンクの活動についてご理解いただけるよう、詳細が決まり次第、一般

の方々にも広くご案内していく予定です。 

窓口別では、近年、献血併行登録会が献血ルームでの登録数を大きく上回る傾向が続いてお

り、前年比で 1,367 人上回る結果となっています。特に推進月間の 10 月は献血併行登録会での月

別登録数では最大の 2,705 人を記録しました。 

 ご登録いただいたドナーの方々、登録者拡大のためにご尽力いただいた関係者の皆様に厚く御

礼申し上げます。 
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８ 「2013年 台帳登録提出のお願い」について ＜移植施設の方へ＞ 

１月15日に日本造血細胞移植学会から発出された「2013年 台帳登録提出のお願い」でご案内のと

おり、2012年より「移植件数調査票」の提出は不要となりましたが、「台帳登録」の提出がされてい

ないと、原則として移植施設認定の更新がされません。台帳登録の提出期限は２月15日までとなって

いますので、必ずご提出くださいますようお願いします。詳細については、別添「2013年 台帳登録

提出のお願い」をご確認ください。 

６ ドナーの術前健診時のCMV検査について（追加のお知らせ） 

＜採取施設・移植施設の医師の方へ＞ 

７ インフルエンザ流行拡大に関する対応について ＜コーディネーターの方へ＞ 

昨年 12 月 17 日に、非血縁者間骨髄採取術もしくは末梢血幹細胞採取術の術前健診時に実施して

いる感染症検査に、サイトメガロウイルス検査（CMV 抗体）を追加する旨の通知をしました。一部採

取責任医師から測定方法についてご質問がありましたので、追加して連絡します。 

検査項目 :  CMV-IgG 抗体 

測定方法 :  特に指定はありません。 

移植施設への通知方法 :  術前健診後に以下の帳票に検査結果を記入し、FAX で報告します。 

「術前健診結果報告書 兼 前処置確認依頼書」 

以下は、医師およびコーディネーターの皆さまを対象としています。    

コーディネート関係者のコーナー  

インフルエンザが本格的流行の兆しをみせています。 

 これを受け、ドナーコーディネート部にインフルエンザ相談窓口を設置します。また、ドナーお

よび患者保護の観点から、コーディネート進行中のドナーの方へ対応を実施します。 

 詳細は別添文書をご確認ください。 

 なお、対応については今後の状況により変更されることもありますので、その際は随時、連絡し

ます。 

■主な内容 

○コーディネーター、ドナーへマスクを配布します。 

○ドナー選定時にドナーに対してインフルエンザに関するチラシを送付します。 

○チェックシートを用いてコーディネーターがドナーの健康状態をチェックします。 

○ドナー、コーディネーター、事務局員がインフルエンザを発症したり症状が見られた場合は

接触を避け、速やかに報告し、指示を仰ぎます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年１月 15 日 

発行：骨髄移植推進財団事務局  

お問い合わせ：03-5280-8111 

 4 

10 連絡事項 

13 

◆平成 25 年度非血縁者間骨髄および末梢血幹細胞採取施設の認定更新調査について

＜認定施設の医師の方へ＞ 

 平成 25 年度非血縁者間骨髄および末梢血幹細胞採取施設の認定更新調査を開始しました。返送

いただく書類は、次の３種類となります。 

 ①平成 25 年度非血縁者間《骨髄および末梢血幹細胞》採取施設の認定更新調査票（病院情報） 

 ②各委員会《輸血療法委員会・感染症対策委員会・医療安全（事故）対策委員会》の議事録  

※直近開催のもので開催日・開催場所・出席者の記載があれば内容は必要ありません。 

 ③認定証の発行について（お伺い） 

 該当施設の関係者の皆さまには、お忙しいところお手数をお掛けしますが、提出期限に遅れない

ようご協力のほどよろしくお願いいたします。 

提出期限：平成 25 年 2 月 6 日（水） 

 

◆ブラッシュアップ研修会での講義に関する事前質問募集 ＜コーディネーターの方へ＞ 

３月 10 日（日）ブラッシュアップ研修会二日目に、HLA 研究所・佐治博夫先生より HLA について

ご講演をいただきます。HLA に関する質問・疑問を事前に募集し、できる限り講演中にお答えいた

だく予定です。HLA に関することならどんなことでもかまいません。１月 31 日（木）までに、ドナ

ーコーディネート部指導研修チーム宛てに FAX（書式自由）にて質問をお寄せください（FAX：03-

5280-5580）。当日は質問者の氏名は公表しませんが、質問用紙には地区名・氏名を明記してくだ

さい。 

 

◆各種データについて 

今号では、マンスリーJMDP に毎号掲載している「コーディネート件数（月次データ）」の他

に、「コーディネート件数（2012 年実績）」「コーディネート期間（2012 年実績）」「コーディ

ネート期間（2012 年 7 月～12 月実績）」を同封します。  

 

９ 確認検査時のHLA検査用採血管について ＜調整医師の方へ＞ 

確認検査時に使用する日本赤十字社の HLA 検査用採血管について、複数の調整医師の先生より

「採血しづらい」とのご意見をいただきました。 

 この件について、ドナーコーディネート部からメーカーに調査を依頼した結果と今後の対応につ

いての文書を添付しておりますのでご参照ください。 


